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経営方針

2023/2/24 「三菱ケミカルグループ インベスターデイ 2023」より
https://www.mcgc.com/ir/pdf/01505/01743.pdf
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全体PJとDXテーマの位置付け

三菱ケミカル㈱ 設備技術部のデジタル化推進は、設備管理業務分野、検査診断業務分野に区分している。

検査診断業務分野では、最新のセンシング技術導入と共に、AI活用による評価精度向上/業務効率化/コスト低

減を重点課題と位置付けている。

本DXテーマは、AIによる劣化モード自動判定を定量的なRBM評価ソフトウェアであるuni-plannerと組み合わ

せることにより、属人的になりやすい修繕計画のリスク評価を適切に行うことを目的とする。

劣化モード判定のためのAIアルゴリズムが正しく機能し、効率的なシステムを構築できるか検証する。

(uni-plannerが石油化学プラントの各種劣化損傷モード対して適切な判定が可能か検証することも含む）













⑤スマート保安促進の課題や今後注力していきたいアクションプラン

スマート保安促進にを進めるにあたり、全体的な課題としては以下の通り。

課題 内容 区分

リモート運転の確立
離れた拠点からのリモート運転を実現し、最適な運転体制及びknow-howの分散を回避
する。通信の信頼性向上やセキュリティーの確保が課題。

拡張現実、通信、セ
キュリティ

オペレーション情報
のデータ連携

必要な情報にすみやかにアクセスできるようにすることで業務をスマート化し、サイロ化された
データを組み合わせることで判断に必要な情報を提供する。費用対効果を定量的に示しに
くい技術であることが課題。

技術

デジタルツインによ
る運転支援

デジタルツインを活用し、変動の回避、最適点を示唆することで安定化と最適化を目指す。
技術、データ

三菱ケミカル株式会社13


